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庭
土
の
う
へに
照
る
日
の

　
あ
か
る
さ
や
。

こ
の
月
ご
ろ
を

　
か
く
し
つゝ
經
ぬ

 

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

 
釈
　
迢
空

「
わ
か
き
人
の
家
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
分
類
が
５
月
８
日
、
５
類
感
染

症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
厚
生
労
働
省
や

都
道
府
県
な
ど
に
よ
る
感
染
者
数
発
表
も

８
日
で
終
了
。
法
律
に
基
づ
く
外
出
の
自

粛
要
請
も
な
く
な
り
、
感
染
防
止
策
も
個

人
の
判
断
と
な
っ
た
▼
５
月
の
大
型
連
休

の
人
出
は
、
各
所
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
つ
つ
あ
る
結
果
だ
っ
た
そ
う
だ
。

渋
谷
駅
周
辺
で
も
、
高
層
ビ
ル
の
展
望
台

へ
向
か
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
行
列
が
で

き
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
姿
も
多
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
人
流
が
回
復
す

る
一
方
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
地
元
住

民
や
自
然
環
境
な
ど
へ
の
悪
影
響
に
関
す

る
報
道
も
あ
っ
た
。
有
名
な
観
光
地
で

は
、
観
光
客
に
よ
る
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や

マ
ナ
ー
違
反
の
路
上
駐
車
に
よ
る
交
通
支

障
が
発
生
し
た
り
、
山
や
河
原
に
キ
ャ
ン

プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ご
み
が
放
置
さ
れ

た
り
と
い
っ
た
具
合
だ
▼
フ
ラ
ン
ス
の
小

説
家
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は

「
旅
は
人
に
慎
み
を
教
え
て
く
れ
る
。
世

界
の
ご
く
狭
い
場
所
で
生
き
て
い
る
と
知

る
か
ら
だ
」
と
の
言
葉
を
残
し
た
。
せ
っ

か
く
気
兼
ね
な
く
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
楽
し
む
な

か
で
も
慎
み
は
忘
れ
ず
、
マ
ナ
ー
は
守
っ

て
羽
を
伸
ば
し
た
い
▼
あ
わ
せ
て
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
の

性
質
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
人
と
の
交
流
も
レ
ジ
ャ
ー
も
健

康
あ
っ
て
こ
そ
。
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、
体

調
に
は
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
。

４
〜
７
面
に
関
連
記
事

　

国
学
院
大
学
で
は
、
４
月
よ
り
２
期
目
を

迎
え
た
針
本
正
行
学
長
の
も
と
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
社
会
変
化
が
進
む
中
、
６

学
部
の
学
部
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
学
部

の
運
営
に
あ
た
る
の
か
。
５
月
号
で
は
、
文

学
部
・
経
済
学
部
・
法
学
部
・
神
道
文
化
学

部
の
４
学
部
長
に
、
目
指
す
研
究
・
教
育
の

未
来
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

文
学
部
・
矢
部
健
太
郎
学
部
長
は
「
文
学

部
は
地
味
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
に

は
本
物
の
学
問
が
あ
る
」
と
力
を
込
め
る
。

人
間
の
最
大
の
個
性
で
あ
る
「
言
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
文
字
に
よ
る

記
憶
と
伝
承
」
を
研
究
す
る
同
学
部
の
学
び

は
「
人
間
の
深し

ん

奥お
う

に
迫
る
も
の
」
と
語
る
。

　

経
済
学
部
・
星
野
広
和
学
部
長
は
「So 

W
hat?

（
そ
こ
か
ら
何
が
言
え
る
の
か
）
」

を
追
究
す
る
人
材
の
育
成
を
掲
げ
た
。
ゼ
ミ

や
課
題
解
決
型
授
業
な
ど
で
学
び
の
専
門
性

を
強
化
し
つ
つ
、「
人
間
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
人
を
動
か
す
熱
意
な
ど
の

総
合
力
も
涵か

ん

養よ
う

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

法
学
部
・
茢
田
真
司
学
部
長
は
「
知
識
の

先
に
あ
る
判
断
力
を
磨
く
」
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
と
語
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
議
論
や
対
話
を
通
じ
、
学
生
が
価

値
観
の
多
様
性
を
経
験
す
る
機
会
を
重
視
。

公
正
な
解
決
の
道
筋
を
考
え
「
対
立
を
解
決

で
き
る
人
材
」
を
育
成
し
た
い
と
述
べ
た
。

　

神
道
文
化
学
部
・
黒
﨑
浩
行
学
部
長
は
、

「
神
道
や
日
本
文
化
を
次
世
代
へ
伝
承
す
る

こ
と
が
使
命
」
と
決
意
を
表
し
た
。
地
域
の

衰
退
な
ど
神
社
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
を

踏
ま
え
つ
つ
、「
何
を
守
り
、
何
を
変
え
て

い
く
か
」
を
見
極
め
、「
主
体
的
に
動
け
る

人
材
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
学
生
へ
期
待
を

込
め
た
。

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、
５

月
１
日
午
前
11
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
神
殿
で
93
回
目
と
な
る
神

殿
鎮
座
記
念
祭
を
、
佐
栁
正
三
理

事
長
、
針
本
正
行
学
長
は
じ
め
法

人
傘
下
諸
学
校
の
役
教
職
員
、
学

生
ら
が
参
列
し
て
、
厳
か
に
斎
行

し
た
。

　

祭
典
は
、
斎
主
・
星
野
光
樹
神

殿
奉
斎
員
（
神
道
文
化
学
部
准
教

授
）、
教
職
員
の
祭
儀
員
、
瑞
玉

会
学
生
が
祭
員
と
し
て
奉
仕
し
、

神
道
文
化
学
部
学
生
に
よ
る
浦
安

の
舞
も
奉
納
さ
れ
た
。

　

佐
栁
理
事
長
は
、
祭
典
終
了
後

に
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
直
会
の
あ
い
さ
つ
で
、「
今

後
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
明

治
神
宮
の
鎮
座
百
年
祭
記
念
営
繕

事
業
で
あ
る
本
殿
修
復
工
事
の
際

に
造
営
さ
れ
た
仮
殿
を
頂
戴
し
、

新
た
な
神
殿
を
造
営
す
る
。
本
学

創
立
40
周
年
の
昭
和
５
年
に
竣
功

し
た
現
在
の
神
殿
は
今
後
、
伝
統

的
建
物
保
存
の
意
義
も
付
加
し
、

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

移
築
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。
現
神

殿
で
の
鎮
座
記
念
祭
は
今
回
が
最

後
と
な
る
た
め
、
感
慨
も
ひ
と
し

お
だ
」
と
述
べ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

目
指
す
未
来
①

学
部長

聞く
に

文
学
部

法
学
部経
済
学
部

神
道
文
化
学
部

文
学
部

法
学
部経
済
学
部

神
道
文
化
学
部
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第２回 Bloomingレクチャー
眞鍋氏「プラス思考が結果生む」

「
日
本
文
化
」テ
ー
マ
に
開
講

令
和
５
年
度
特
別
講
座

小林達雄名誉教授
米芸術科学アカデミー会員に選出
　小林達雄・国学院大学名誉教授（博士〈歴
史学〉）が４月19日、アメリカ芸術科学アカ
デミーの会員として選出された。選出分野
は、「社会科学および行動科学」の人類学・
考古学分野。小林名誉教授は、縄文文化研究
の第一人者で、縄文土器の模様を縄文人の思
考や精神性から捉えようとするなど独自の視
点で研究に取り組んできた。
　同アカデミーは1780年に創設された同国
最古の学術組織で学術、芸術、政治など幅広
い分野から会員が選出される。歴代会員には
ノーベル賞受賞者をはじめ各分野の世界的な
著名人が多数名を連ねており、会員への選出
は名誉なこととされている。本学関係者から
の選出は井上順孝名誉教授についで２人目。

不審電話に注意を！！
関係者名乗り個人情報求める
　本学の関係者を名乗り、学生本人や家族な
どの個人情報を聞き出そうとする不審な電話
があったとの報告が寄せられている。
　報告された事例は、いずれも「０５０」か
ら始まるインターネット回線を利用したＩＰ
電話の番号から発信されている。本学関係者
を名乗り、「緊急連絡先の確認」「個人情報デ
ータの再登録」などの名目で電話番号や住
所、家族構成、保証人勤務先などを聞き出そ
うとしている。
　本学では通常、個人情報の確認のために学
生本人や保証人（父母など）への電話は行っ
ていない。不審な電話があった場合は、決し
て個人情報を伝えずに下記まで連絡・相談
を。
▶学生生活課　☎03・5466・0145
▶たまプラーザ事務課　☎045・904・7714
▶大学院事務課　☎03・5466・0142

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と
独

自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付

　

人
間
開
発
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
第
２
回
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

レ
ク
チ
ャ
ー
が
４
月
15
日
、
対
面

と
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
人

が
参
加
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、「
達
人
か
ら
学
ぶ
人
間
開
発

〜
自
分
を
拓
く
、
未
来
を
拓
く

〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
の
眞
鍋
政
義
氏

が
「
逆
転
発
想
の
勝
利
学　

チ
ー

ム
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」
と
題

し
講
演
し
た
。

　

は
じ
め
に
富
田
一
誠
セ
ン
タ
ー

長
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）
が

「
講
演
を
通
じ
皆
さ
ん
の
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
言
葉
を
感
じ
取
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
登
壇

し
た
眞
鍋
氏
は
「
監
督
就
任
後
、

チ
ー
ム
が
達
成
す
べ
き
目
標
の
明

確
化
と
、
情
熱
を
持
ち
選
手
と
接

す
る
こ
と
を
心
が
け
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
ま
た
、
自
身
の
コ
ー
チ

ン
グ
哲
学
を
「
１
つ
目
は
『
私
は

カ
リ
ス
マ
指
導
者
で
は
な
い
』、

２
つ
目
は
『
監
督
は
モ
チ
ベ
ー
タ

ー
で
あ
る
』、
３
つ
目
は
『
目
標

の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て

や
る
』
の
３
点
」
と
紹
介
し
た
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
へ
の
監

督
の
役
割
に
つ
い
て
は
「
プ
ラ
ス

思
考
の
選
手
が
成
績
を
上
げ
る
こ

と
は
デ
ー
タ
分
析
か
ら
も
明
ら

か
。
選
手
の
タ
イ
プ
を
見
極
め
、

試
合
前
の
会
話
を
変
え
る
、
日
頃

の
わ
ず
か
な
変
化
に
も
声
を
か
け

る
、
自
身
の
失
敗
談
も
隠
さ
ず
話

す
な
ど
、
監
督
が
心
を
開
き
向
き

合
う
こ
と
で
選
手
と
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
た
。
逆
転

発
想
に
つ
い
て
は
、「
就
任
時
、

非
常
識
を
常
識
に
変
え
る
ほ
ど
の

挑
戦
が
必
要
と
激
励
を
受
け
た
。

バ
レ
ー
は
相
手
コ
ー
ト
内
に
ボ
ー

ル
を
落
と
せ
ば
得
点
に
な
る
。
ふ

と
逆
の
発
想
が
浮
か
び
、
日
本
の

レ
シ
ー
ブ
力
を
強
化
し
点
を
取
ら

せ
な
い
た
め
、
現
役
男
子
選
手
の

ス
パ
イ
ク
を
レ
シ
ー
ブ
す
る
練
習

を
取
り
入
れ
た
。
世
界
で
も
こ
の

練
習
を
す
る
国
は
な
い
。
厳
し
い

練
習
だ
が
、
試
合
に
生
き
た
」
と

言
葉
に
力
を
込
め
た
。

　

第
２
部
で
は
、
眞
鍋
氏
と
眞
鍋

氏
の
右
腕
と
し
て
デ
ー
タ
分
析
の

チ
ー
フ
を
務
め
た
渡
辺
啓
太
・
人

間
開
発
学
部
准
教
授
が
、
参
加
者

か
ら
の
質
問
を
受
け
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
＝
写
真

上
。「
プ
ラ
ス
思
考
の
コ
ツ
は
」

と
の
質
問
に
、
眞
鍋
氏
は
「
気
持

ち
は
１
秒
あ
れ
ば
切
り
替
え
ら
れ

る
。
重
圧
の
か
か
る
場
面
を
想
定

し
、
プ
ラ
ス
思
考
で
臨
め
る
よ
う

な
練
習
で
備
え
て
ほ
し
い
」
と
助

言
。
学
生
か
ら
の
「
部
員
を
怒
る

の
が
苦
手
」
と
の
質
問
に
は
、

「
目
標
達
成
に
何
が
必
要
か
を
一

緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
事
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
。「
デ
ー
タ
と
監
督
・

選
手
の
感
覚
な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
り
方
は
」
と
の
質
問
に
は
、

眞
鍋
氏
は
「
デ
ー
タ
は
嘘
を
つ
か

な
い
。
客
観
性
や
選
手
間
の
公
平

性
を
担
保
す
る
た
め
に
活
用
し
て

い
る
」、
渡
辺
准
教
授
は
「
指
導

者
や
選
手
の
卓
越
し
た
感
覚
や
経

験
は
時
に
バ
イ
ア
ス
を
生
む
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
に
デ
ー
タ
の
客

観
性
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
抽
選
で
眞

鍋
氏
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
当
た
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
用
意
さ
れ
、
当
選

者
に
眞
鍋
氏
か
ら
ボ
ー
ル
が
手
渡

さ
れ
た
＝
写
真
右
。
最
後
に
、
ユ

ー
モ
ラ
ス
で
軽
快
な
ト
ー
ク
を
繰

り
広
げ
た
眞
鍋
氏
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

毎
年
、
テ
ー
マ
を
設
け
て
実
施
し
て

い
る
国
学
院
大
学
「
特
別
講
座
」
の
令

和
５
年
度
第
１
回
が
４
月
19
日
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
学
修
館（
６
号
館
）で

開
講
さ
れ
、
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
文

化
」。
古
来
よ
り
周
辺
の
国
々
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
が
流
入
し
、
淘
汰
さ
れ

な
が
ら
も
日
本
の
文
化
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
た
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
つ

つ
、
今
日
ま
で
続
く
文
化
現
象
や
鏡
、

剣
な
ど
日
本
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た
も

の
を
取
り
上
げ
、
日
本
文
化
や
日
本
人

の
文
化
的
な
特
徴
を
探
る
と
い
う
も

の
。
杉
山
林し

げ

継つ
ぐ

本
学
名
誉
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
研
究
開
発
推

進
機
構
の
大
東
敬
明
教
授
、
深
澤
太
郎

教
授
、
吉
永
博
彰
助
教
に
加
え
、
法
相

宗
僧
侶
の
有
働
智
奘
・
本
学
兼
任
講
師

が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
講
座
を
担
当

す
る
リ
レ
ー
形
式
で
開
催
さ
れ
る
。

　

第
１
回
は
「
鏡
」
を
題
材
に
杉
山
名

誉
教
授
が
担
当
し
た
。
杉
山
名
誉
教
授

は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
「
鏡
は
真
実

を
映
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
」
と
語
り
出
し
、
西
洋
の
神
話
の
例

や
中
国
の
皇
帝
が
自
身
に
対
し
、
他
者

が
反
逆
の
意
思
を
持
っ
て
い
る
か
否
か

の
判
断
に
用
い
た
例
を
挙
げ
た
。
現
代

で
も
日
本
各
地
の
神
社
で
鏡
が
御み

霊た
ま

代し
ろ

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
触

れ
、「
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
を

通
じ
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ

と
が
特
徴
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
日

本
に
住
む
人
々
が
最
も
早
く
入
手
し
た

青
銅
鏡
と
杉
山
名
誉
教
授
が
推
測
す
る

「
多
鈕
細
文
鏡
」
を
取
り
上
げ
て
解

説
。
吉
武
高
木
遺
跡
（
福
岡
県
）
の
木

棺
墓
な
ど
か
ら
発
見
例
が
あ
る
も
の

の
、
列
島
全
域
で
の
発
見
は
12
面
あ
ま

り
で
「
副
葬
品
が
多
く
発
見
さ
れ
た
遺

跡
で
あ
っ
て
も
青
銅
鏡
は
ご
く
一
部
で

し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
」
と
そ
の
貴

重
性
を
示
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
鏡
が

重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
と
語
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
平
原
遺

跡
（
福
岡
県
）
な
ど
で
出
土
し
た
「
内

行
花
文
鏡
」
を
例
に
中
国
か
ら
の
文
化

的
な
影
響
に
も
触
れ
、「
後
漢
の
光
武

帝
が
好
ん
だ
と
い
わ
れ
る
花
の
紋
様
が

施
さ
れ
て
お
り
、
文
化
的
な
交
流
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
杉
山
名

誉
教
授
が
所
有
す
る
実
物
を
見
せ
な
が

ら
説
明
し
た
。

　

受
講
生
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
つ

つ
杉
山
名
誉
教
授
の
話
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。
終
了
後
に
は
、
青
銅
鏡
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
も
設
け
ら

れ
た
。
受
講
生
が
早
速
、
講
座
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
鏡
の
紋
様
を
写
真
に
収
め

る
様
子
や
杉
山
名
誉
教
授
に
質
問
を
行

い
交
流
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

同
講
座
は
11
月
に
か
け
全
10
回
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
る
予
定
。

「
多
鈕
細
文
鏡
」の
実
物
を
掲
げ
講
義
す
る
杉
山
名
誉
教
授
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植
木
直
一
郎
は
、
国
学
院
大
学
教
授
・

神
社
本
庁
参
与
な
ど
を
務
め
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
る
。
植
木
の
学
問
は
、
学
位
論

文
と
な
っ
た
『
御
成
敗
式
目
研
究
』
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
日
本
法
制
史
を
中
心
に

し
な
が
ら
も
、
そ
の
著
作
や
論
考
は
広
範

囲
に
及
び
、
我
が
国
の
古
典
全
般
に
通
じ

て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

植
木
は
、
明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
に

本
学
本
科
を
第
６
期
生
と
し
て
卒
業
し

た
。
そ
の
と
き
成
績
優
秀
に
よ
り
賞
与
を

受
け
、
卒
業
論
文
は
「
徳
川
氏
の
大
名
操

縦
策
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
府
城

北
尋
常
中
学
校
（
後
に
府
立
第
四
中
学

校
、
現
在
の
都
立
戸
山
高
等
学
校
）
で
教

職
に
就
く
。
同
校
は
、
21
年
９
月
に
皇
典

講
究
所
敷
地
内
の
一
画
に
設
立
し
た
補
充

中
学
校
を
前
身
と
し
て
お
り
、
27
年
４
月

に
東
京
府
城
北
尋
常
中
学
校
と
改
称
し
た

が
、
こ
の
と
き
も
皇
典
講
究
所
敷
地
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
恩
師
た
ち
と
の
交
流

は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
植
木
は
教
鞭
を

執
り
つ
つ
32
年
１
月
に
は
東
京
外
国
語
学

校
別
科
（
英
語
科
）
に
入
学
（
翌
年
７
月

ま
で
在
学
）、
翌
年
６
月
か
ら
は
清
国
公

使
館
の
嘱
託
に
よ
り
館
員
に
日
本
語
を
教

授
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

転
機
は
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
で
あ

っ
た
。
東
京
府
立
第
四
中
学
校
を
退
職
、

清
国
公
使
館
の
日
本
語
教
授
も
辞
し
て
、

10
月
に
国
学
院
大
学
研
究
科
に
入
学
し
、

再
び
母
校
に
籍
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
と
き
国
学
院
で
は
、
創
立

の
当
初
に
卒
業
し
た
者
が
更
に
学
ぶ
研
究

科
を
設
置
し
て
い
た
が
、
第
１
期
の
卒
業

生
を
世
に
送
っ
た
後
は
、
経
済
的
な
理
由

か
ら
休
講
状
態
が
続
い
て
い
た
。
だ
が
研

究
科
の
重
要
性
と
世
間
の
要
望
も
高
か
っ

た
た
め
、
皇
典
講
究
所
は
国
学
院
を
充
実

し
て
所い

わ

謂ゆ
る

大
学
と
同
一
程
度
の
高
等
教
育

機
関
と
す
る
た
め
、
36
年
９
月
の
新
学
年

度
よ
り
研
究
科
を
再
開
す
る
に
決
し
、
同

年
４
月
に
研
究
科
の
規
定
を
改
め
て
文
部

省
の
認
可
を
得
た
時
で
あ
っ
た
。
植
木

は
、
恩
師
の
畠
山
健
の
勧
め
も
あ
り
第
１

期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
同
研
究
科
は
本

学
の
卒
業
生
で
、
か
つ
成
績
優
秀
者
を
対

象
と
し
て
お
り
、
授
業
料
は
免
除
さ
れ
卒

業
生
は
「
国
学
院
学
士
」
と
称
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
研
究
科
は
、
国
史
法
制
・
国

語
国
文
・
道
義
の
３
科
で
、
修
業
年
限
は

２
カ
年
で
あ
っ
た
。
植
木
は
、
国
史
法

制
科
に
「
日
本
法
制
史
（
特
に
武
家
時

代
）
」
と
の
研
究
題
目
を
提
出
し
入
学
し

て
い
る
。
こ
の
と
き
か
ら
植
木
は
日
本
法

制
を
研
究
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

植
木
は
明
治
39
年
３
月
に
研
究
科
を
卒

業
、
翌
40
年
４
月
に
皇
典
講
究
所
講
師
、

９
月
に
国
学
院
大
学
講
師
と
な
っ
た
。
42

年
に
は
皇
典
講
究
所
に
て
開
設
さ
れ
た
内

務
大
臣
委
託
の
神
職
養
成
部
講
師
、
大
正

９
（
１
９
２
０
）
年
に
は
国
学
院
大
学
教

授
と
な
っ
た
。

　

そ
の
間
の
大
正
３
年
１
月
に
、
植
木
は

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
穂
積
陳
重
の

懇
望
に
よ
り
、
同
氏
の
研
究
並
び
に
著
述

公
刊
の
補
助
を
嘱
託
さ
れ
、
15
年
に
穂
積

没
後
も
遺
著
遺
稿
の
整
理
出
版
に
取
り
組

ん
だ
。
こ
の
経
験
に
お
い
て
、
植
木
は
穂

積
が
長
年
に
わ
た
っ
て
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
うし

て
き
た

『
御
成
敗
式
目
』
の
刊
本
写
本
１
０
５
０

冊
の
研
究
を
委
嘱
さ
れ
、
こ
の
研
究
が
後

に
『
御
成
敗
式
目
研
究
』（
昭
和
５
〈
１

９
３
０
〉
年
、
岩
波
書
店
）
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
こ
れ
が
植
木
の
学
位
請
求
論
文

と
な
り
、
翌
６
年
に
文
学
博
士
の
学
位
を

取
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
植
木
の
学
位
取

得
は
、
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
の
三
矢

重
松
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
国
学
院
大
学

第
２
号
の
文
学
博
士
と
な
っ
た
。

　

植
木
の
学
問
は
、
皇
典
講
究
所
・
国
学

院
の
学
風
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦

後
に
本
所
・
本
学
の
関
係
が
法
律
的
に
解

消
さ
れ
る
ま
で
、
長
ら
く
本
学
の
学
問
を

牽
引
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と
独

自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付

を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
５
年
３
月
ま
で
別
表
の
通
り
、
多
方
面

寄付者 寄付目的 寄付金額 収納日
国学院大学院友会徳島県支部
支部長　後藤　立夫 教育・研究振興支援 20,000 令和４年10月 ４日
国学院大学院友会和歌山県支部
支部長　瀬村　浩璽 学生・生徒等の奨学基金 30,000 令和４年10月 ５日
柴野　悠樹 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年10月 ７日
廣井　武司 学生・生徒等の活動支援（柔道部） 10,000,000 令和４年10月13日
みずほ証券株式会社
取締役社長　浜本　吉郎 学生・生徒等の奨学基金 1,500,000 令和４年10月14日
大倉　悌志郎
大倉　陽子 学生・生徒等の奨学基金 2,000,000 令和４年10月19日

關橋　淳 課外活動支援（硬式野球部）

1,000 令和４年10月24日
1,000 令和４年11月22日
1,000 令和４年12月22日
1,000 令和５年 １月23日
1,000 令和５年 ２月22日
1,000 令和５年 ３月23日

大村　秀司 施設・設備充実支援（創立140周年記念事業） 500,000 令和４年10月26日
学生・生徒等の奨学基金 4,937 令和４年11月10日

杉山　道明 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部、陸上競技部） 20,000 令和４年10月28日
施設・設備充実支援 20,000 令和４年10月28日

野村證券株式会社
本店法人営業二部長　李　庸行 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和４年10月28日
匿名 学生・生徒等の奨学基金 300,000 令和４年10月28日
匿名 学生・生徒等の奨学基金 500,000 令和４年11月 １日
千家　慶子 教育・研究振興支援（神道文化学部周年事業） 200,000 令和４年11月 ２日
株式会社みずほ銀行
取締役頭取　加藤　勝彦 学生・生徒等の活動支援（創立140周年記念事業） 1,000,000 令和４年11月 ４日
鹿島建設株式会社安全環境部
部長　本多　敦郎 教育・研究振興支援 100,000 令和４年11月 ７日

土屋　紀生 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部、陸上競技部） 10,000 令和４年11月 ８日
横山　隆 学生・生徒等の活動支援（駅伝応援） 10,000 令和４年11月10日
大和証券株式会社
代表取締役社長　中田　誠司 学生・生徒等の奨学基金 500,000 令和４年11月21日
伊藤　直記 課外活動支援（陸上競技部） 10,000 令和４年11月22日
直井　小百合 教育・研究振興支援 1,000 令和４年11月22日
渡邉　一彦 施設・設備充実支援 100,000 令和４年11月22日
匿名 学生・生徒等の活動支援 100,000 令和４年11月25日
坂口　𠮷一 学生・生徒等の活動支援 4,000,000 令和４年12月 ２日
匿名 学生・生徒等の奨学基金 20,000 令和４年12月 ６日
江場　仁彦 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年12月 ７日
近藤　篤 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年12月 ７日
高山　充 教育・研究振興支援 30,000 令和４年12月 ７日
林　幸治 学生・生徒等の活動支援 10,000 令和４年12月 ７日
矢澤　敏司 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年12月 ９日
増渕　俊一 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和４年12月13日
金城　盛弘 学生・生徒等の奨学基金（国学院大学久我山高等学校女子部） 500,000 令和４年12月19日
西田　政二郎 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 5,000 令和４年12月20日
一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗

学生・生徒等の活動支援（第26回高校生創作コンテスト） 100,000 令和４年12月21日
学生・生徒等の活動支援（第18回地域の伝承文化に学ぶコンテスト） 100,000 令和４年12月21日

平野　英輔 課外活動支援（マンドリンクラブ） 10,000 令和４年12月22日
黛　和夫 教育・研究振興支援 10,000 令和４年12月22日

課外活動支援（陸上競技部） 5,000 令和４年12月22日
五島　洋 課外活動支援（モーターボート水上スキー部） 1,000,000 令和４年12月22日
髙橋　一行 施設・設備充実支援 100,000 令和４年12月23日
株式会社KOJIMA SPORTS
代表取締役　小島　光顕 施設・設備充実支援（相模原グランド修繕費） 534,000 令和４年12月26日
飯田　邦幸 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和５年 １月12日
石井　啓隆 施設・設備充実支援 10,000 令和５年 １月12日
遠藤　洋之 学生・生徒等の奨学基金 30,000 令和５年 １月12日
新井　さきほ 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和５年 １月23日
遠藤　ゆき子 課外活動支援（陸上競技部） 10,000 令和５年 １月23日
河村　好章 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山中学校） 50,000 令和５年 １月23日
馬田　茂喜 教育・研究振興支援 100,000 令和５年 １月23日
峯村　一幸 課外活動支援（陸上競技部） 10,000 令和５年 １月23日
相模原市大野台ソフトボール部
有志代表　佐藤　忠司 施設・設備充実支援 22,000 令和５年 １月30日
ローバースカウト隊
代表　西山　和範 学生・生徒等の活動支援 350,000 令和５年 ２月14日
花澤　孝次 教育・研究振興支援（国学院大学久我山高等学校） 100,000 令和５年 ２月15日
株式会社アルク
代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和５年 ２月20日
岡﨑　大輝 施設・設備充実支援 1,500 令和５年 ２月22日
株式会社エデュース
代表取締役社長　松本　雄一郎 学生・生徒等の奨学基金 1,300,000 令和５年 ２月22日
小林　静子 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和５年 ２月27日
国学院大学院友神職会
会長　松山　文彦 教育・研究振興支援（研究開発推進センター学術研究資金・神道文化学部活動支援資金） 6,500,000 令和５年 ３月20日
佐々木　綾子 学生・生徒等の奨学基金 200,000 令和５年 ３月24日
東京都神社庁
庁長　小野　貴嗣 施設・設備充実支援（令和４年度神職養成の事務機器等購入費） 350,000 令和５年 ３月27日
国学院大学院友経済会
会長　大塚　勤 学生・生徒等の活動支援（大規模災害被災学生支援） 100,000 令和５年 ３月30日

令和４年度指定寄付者一覧（敬称略） 令和４年10月１日～令和５年３月31日（単位：円）

の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を

掲
載
し
、
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
寄
付
は
、
専
用
用
紙
に
よ
る
申
し
込
み
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
申
し

込
み
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
９
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

植木直一郎
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やべ・けんたろう
平成７年国学院大学文学部史学科卒業、16年同大大
学院文学研究科博士課程後期修了。博士（歴史学）。
専門は戦国・織豊期の政治史、公武関係史。著書に
『豊臣政権の支配秩序と朝廷』（吉川弘文館、2011
年）、『関白秀次の切腹』（KADOKAWA、2016年）など。

　

令
和
５
年
度
か
ら
２

期
目
に
突
入
し
た
文
学

部
の
矢
部
健
太
郎
学
部

長
。
矢
部
学
部
長
は

「
本
学
部
は
〝
地
味
〞

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

こ
に
は
本
物
の
学
問
が

あ
る
」
と
言
い
切
る
。

そ
の
上
で
、
輩
出
し
た

い
人
材
に
つ
い
て
「
大

学
で
の
学
び
を
身
近
な

人
や
社
会
に
還
元
で
き

る
人
」
と
表
現
す
る
。

詳
し
く
話
を
聞
い
た
。

文学部

地
味
だ
け
ど
、

そ
れ
で
い
い
。

「
本
物
の
学
問
」
が

こ
こ
に
あ
る

F a c u l t y  o f  L e t t e r s

文学部長・矢部健太郎

　

文
学
部
の
研
究
は
「
人
間
は
ど

う
生
き
て
い
く
の
が
良
い
の
か
」

「
人
間
と
は
ど
う
い
う
存
在
な
の

か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
突

き
詰
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
し
て
人
間
の
最
大
の
個
性

は
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
、
文
字
に
よ
る
記
憶
と

伝
承
だ
。
そ
れ
を
研
究
す
る
私
た

ち
の
学
問
は
、
人
間
の
深し

ん
奥お

う
に
迫

る
こ
と
と
い
え
る
。

　

加
え
て
こ
れ
ら
の
学
問
が
、
人

を
動
か
す
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
役
立
つ
と
い
う
認
識
も
強
ま
っ

て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
が
チ
ー
ム
の

士
気
を
高
め
た
い
と
き
、
哲
学
や

思
想
は
有
効
に
な
る
。
ま
た
、
自

分
の
判
断
に
説
得
力
を
持
た
せ
た

い
な
ら
、
過
去
の
経
緯
や
デ
ー
タ

を
踏
ま
え
た
歴
史
的
思
考
が
有
効

に
な
る
。

　

「
文
学
部
の
研
究
は
社
会
で
役

に
立
た
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
う
は
考
え
て
い
な

い
。「
桶
狭
間
の
戦
い
」
の
研
究

を
そ
の
ま
ま
社
会
で
使
う
こ
と
は

な
く
て
も
、
研
究
の
方
法
や
、
研

究
で
明
ら
か
に
な
る
人
々
の
行
動

や
心
理
、
デ
ー
タ
な
ど
は
実
社
会

に
応
用
展
開
で
き
る
。

　

本
学
部
の
特
徴
を
ひ
と
言
で
表

す
な
ら
「
本
物
の
学
問
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
。
本
物
と
は
何
か
と

い
え
ば
、
単
な
る
博
識
や
〝
〜
好

き
〞
と
は
一
線
を
画
す
も
の
だ
。

歴
史
学
で
例
え
る
な
ら
、
本
物
の

歴
史
学
者
と
は
「
歴
史
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
人
」
と
い
え
る
。
過

去
の
記
録
を
調
べ
、
考
証
を
重
ね

る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
見
識
と
は

違
う
歴
史
を
生
み
出
せ
る
。
あ
る

い
は
、
今
ま
で
の
説
を
〝
確
か
〞

だ
と
実
証
で
き
る
。
過
去
の
歴
史

上
の
人
物
は
真
実
を
語
れ
な
い

が
、
本
物
の
研
究
者
は
そ
の
人
々

が
残
し
た
記
録
を
も
と
に
、
歴
史

の
代
弁
者
に
な
れ
る
人
だ
。

　

本
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
世
間

的
に
は
「
地
味
」
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
そ
れ
で
い
い
。
学
問
に

重
き
を
置
き
、
真
面
目
に
研
究
を

突
き
詰
め
る
学
部
だ
。
本
物
の
ス

キ
ル
は
本
物
の
学
問
か
ら
し
か
学

べ
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
研
究
を
支
え
て
い

る
の
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
本
学

部
が
積
み
重
ね
て
き
た
蓄
積
だ
。

と
い
っ
て
も
、
た
だ
長
い
か
ら
良

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
重
要

な
の
は
、
本
学
部
の
教
員
の
中
に

は
、
国
学
院
大
学
出
身
者
が
多
く

い
る
こ
と
だ
。
私
自
身
、
本
学
部

の
出
身
で
あ
り
、
師
匠
の
二
木
謙

一
・
本
学
名
誉
教
授
も
、
そ
の
師

匠
の
故
桑
田
忠
親
・
本
学
名
誉
教

授
（
1
9
0
2
〜
87
年
。
文
学
博

士
）
も
本
学
部
を
卒
業
し
、
後
に

教
員
と
し
て
母
校
で
あ
る
本
学
へ

戻
り
研
究
・
教
育
を
行
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
何
代
も
前
の
先
人
が

学
ん
だ
こ
と
を
次
の
世
代
が
引
き

継
ぎ
、
ま
た
次
の
世
代
が
引
き
継

ぐ
と
い
う
学
問
の
継
承
を
本
学
部

の
中
で
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

確
か
な
「
学
統
（
学
問
の
伝
統
、

先
人
か
ら
の
学
問
の
流
れ
）
」
が

あ
る
と
い
え
る
。
個
人
だ
け
で
は

紡
げ
な
い
学
統
の
力
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
積
み
重
ね
は
生
ま
れ
な

い
。
本
学
部
の
大
き
な
価
値
だ
。

　

教
員
数
も
豊
富
で
、
本
学
大
学

院
を
見
て
も
、
関
東
私
学
系
の
文

学
部
で
こ
れ
だ
け
の
教
員
を
擁
す

る
機
関
は
多
く
な
い
。
確
か
な
学

統
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
院
友
（
卒

業
生
）
が
本
学
に
戻
っ
て
こ
れ
る

何
世
代
も
前
か
ら

受
け
継
が
れ
る
学
問

人
生
に
面
白
み
を
与
え
る

学
問
だ
か
ら
こ
そ
、誰
か
に
還
元
を

　

教
育
面
の
展
望
と
し
て
は
、
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
長
く
社
会
に

還
元
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
小
説
、
絵
画
、

音
楽
、
歴
史
、
哲
学
、
語
学
と
い

っ
た
学
問
・
芸
術
は
、
学
ぶ
こ
と

で
人
生
に
面
白
み
を
与
え
る
も
の

ば
か
り
だ
。
ど
れ
も
私
た
ち
の
身

近
に
あ
り
、
趣
味
に
な
り
や
す

い
。
賞
味
期
限
が
長
く
、
何
歳
ま

で
で
も
楽
し
め
る
。
し
か
も
、
こ

れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
が
世
の
中
か
ら

途
絶
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
本
学
部
の
出
身
者

は
、
こ
こ
で
培
っ
た
学
問
を
誰
か

に
還
元
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
人

生
を
楽
し
く
す
る
こ
と
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
に
本
を

読
み
聞
か
せ
る
、
地
域
の
歴
史
を

次
世
代
に
伝
え
る
、
美
術
館
・
博

物
館
の
展
示
や
解
説
に
協
力
す

る
。
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
だ
ろ

う
。
職
業
と
し
て
で
は
な
く
て
も

構
わ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
老
後
の
楽
し
み
で
も
良
い
。
小

さ
な
範
囲
、
身
近
な
人
で
構
わ
な

い
か
ら
、
自
分
が
学
ん
だ
学
問
で

誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
社
会
へ
の
還
元
に
な

る
の
だ
。

　

さ
ら
に
他
学
部
と
の
連
携
も
強

化
し
た
い
。
特
に
学
問
領
域
の
近

い
学
部
と
は
、
一
緒
に
な
っ
た
取

り
組
み
を
積
極
的
に
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

例
と
し
て
、
令
和
４
年
度
に

開
設
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
は
、
歴
史
や
文
化
を
研
究
対

象
に
含
め
る
と
い
う
点
で
共
通
項

が
あ
る
。
本
学
部
は
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
は

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
離

れ
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
活
用
し
た
取
り
組
み
も
考
え
ら

れ
る
。
大
学
だ
け
で
な
く
、
国
学

院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
や
国

学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
、
国
学

院
・
久
我
山
・
栃
木
と
い
っ
た
系

列
、
関
係
高
校
と
の
連
携
も
模
索

し
て
い
く
。

の
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

教
員
が
全
て
本
学
出
身
者
に
な
る

の
も
望
ま
し
く
な
い
。
学
統
を
尊

重
し
つ
つ
、
適
切
に
外
部
か
ら
の

優
れ
た
人
材
を
招
く
。
硬
直
化
を

避
け
、
学
統
を
さ
ら
に
良
い
方
向

に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
そ
の

案
分
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

目
指
す
未
来
①

学
部長

聞く
に
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そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

目
指
す
未
来
①

学
部長

聞く
に

ほしの・ひろかず
平成９年東北大学経済学部卒業。15年同大大学院経
済学研究科博士課程修了。15年宮崎産業大学経営学
部専任講師などを経て20年国学院大学経済学部准教
授、29年教授。博士（経営学）。専門は経営管理論、
経営組織論、経営戦略論。

　

令
和
３
年
度
か
ら
経

済
学
部
を
率
い
て
き
た

星
野
広
和
学
部
長
。

星
野
学
部
長
は
「So 

 W
hat?

（
そ
こ
か
ら

何
が
言
え
る
の
か
）
」

の
追
究
を
大
切
に
す
る

人
材
を
育
成
し
た
い
と

考
え
る
。
詳
し
い
意
味

を
聞
い
た
。

経済学部

世
の
中
に

貢
献
す
る
た
め
の

「
手
段
」
を

学
ぶ
場
所

F a c u l t y  o f  E c o n o m i c s

経済学部長・星野広和

　

経
済
学
部
は
、
私
が
学
部
長
に

就
任
す
る
前
年
に
学
科
再
編
を
実

施
し
、
同
時
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
面

も
変
更
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ゼ

ミ
の
加
入
や
卒
業
論
文
の
提
出
は

任
意
で
あ
り
、
ゼ
ミ
加
入
者
は
６

割
ほ
ど
、
卒
業
論
文
の
提
出
者
は

４
〜
５
割
だ
っ
た
が
、
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
の

卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
に
所
属
し
な
い

場
合
は
卒
業
リ
ポ
ー
ト
の
提
出
を

必
修
化
し
た
。
ど
ち
ら
を
選
択
す

る
か
は
学
生
の
自
由
だ
が
、
学
部

で
は
積
極
的
に
ゼ
ミ
加
入
を
勧
め

て
き
た
。

　

狙
い
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え

た
研
究
に
取
り
組
む
学
生
を
増
や

す
と
と
も
に
、
学
生
が
身
に
つ
け

る
専
門
性
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
の
学
部
生
の
就
職
状
況

を
見
る
と
、
就
職
率
は
９
割
を
超

え
、
高
い
成
果
を
残
し
て
い
る

が
、
よ
り
本
学
部
の
学
び
を
活
か

し
、
そ
れ
を
強
み
に
し
て
社
会
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
増
や
し
た
い

と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
専
門
性
に
加
え
、

教
育
面
で
本
学
部
が
目
指
す
の

は
、
人
間
と
し
て
の
総
合
力
の
涵か

ん

養よ
う

だ
。
総
合
力
と
は
、
人
間
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
人

を
動
か
す
熱
意
な
ど
を
指
す
。

　

日
本
の
採
用
制
度
は
多
く
が
総

合
職
採
用
で
あ
り
、
入
社
後
も
ゼ

ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
・
部
門
を
経
験
す
る
の
が
一

般
的
だ
。
た
と
え
専
門
性
を
身
に

つ
け
て
も
、
希
望
し
た
職
種
に
就

け
る
と
は
限
ら
な
い
。
現
実
の
キ

ャ
リ
ア
形
態
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
多

く
の
学
生
は
、
社
会
に
出
る
と

「
専
門
的
な
知
識
だ
け
で
は
ど
う

し
て
も
勝
て
な
い
こ
と
が
あ
る
」

と
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
総
合
力
が
重
要
に
な
る
。

　

本
学
部
が
育
成
し
た
い
の
は

「
だ
か
ら
何
？
」
を
常
に
問
い
か

け
、
答
え
の
本
質
と
な
る
「
そ
こ

か
ら
言
え
る
こ
と
」
を
抽
出
で

き
る
人
材
、
つ
ま
り
「So W

hat?

（
そ
こ
か
ら
何
が
言
え
る
の
か
）」

を
追
究
す
る
人
材
だ
。
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
団
体
、
人
が
活
動
す
る
最

終
的
な
意
味
や
目
的
は
「
世
の
中

へ
の
貢
献
」
で
あ
り
、
そ
の
素
材

と
し
て
本
学
部
の
学
び
が
あ
る
。

経
済
・
経
営
の
知
識
を
つ
け
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
学
修
し
た

知
識
を
用
い
て
社
会
を
良
く
す
る

こ
と
に
繫
げ
て
い
く
。「
人
と
し

て
の
強
み
」
を
多
様
に
備
え
、
総

合
力
を
武
器
に
世
の
中
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
て
る
の
が
、
本
学
部

の
独
自
性
で
あ
り
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

世
の
中
に
貢
献
す
る

「
総
合
力
」を
備
え
た
人
材
を

「
イ
ン
プ
ッ
ト
な
き
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

と
向
き
合
っ
て
い
く

　
「
総
合
力
」を
養
う
た
め
に
、本

学
部
で
は
毎
年
、１
年
次
か
ら
企

業
や
行
政
、団
体
と
連
携
し
た
課

題
解
決
型
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。外
部

組
織
か
ら
提
示
さ
れ
る「
正
解
の

な
い
課
題
」に
対
し
、グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
学
生
が
提
案
を
行
う
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
が
集

ま
っ
た
成
果
発
表
会
を
３
年
次
に

行
い
、
そ
の
場
で
教
員
の
批
判
や

質
問
に
学
生
が
答
え
る
な
ど
、
従

来
の
論
文
を
書
い
て
提
出
す
る
だ

け
で
な
く
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能

力
を
養
う
場
を
強
化
し
て
い
る
。

　

真
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
伸
ば
す
に
は
、
緊
張
感
の
あ

る
場
で
社
会
人
と
会
話
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
社
会
に
出
れ
ば
、

会
話
の
至
る
と
こ
ろ
に
交
渉
ご
と

が
含
ま
れ
、
相
手
の
深
層
心
理
を

引
き
出
す
、
要
求
を
承
諾
し
て
も

ら
う
技
術
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

能
力
は
学
生
同
士
の
雑
談
で
は
な

か
な
か
育
ま
れ
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
連
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
、
学
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
提
と
な

る
イ
ン
プ
ッ
ト
、
情
報
収
集
の
力

を
養
う
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
学
生

の
学
び
の
手
段
を
大
き
く
変
え

た
。
か
つ
て
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
場
合
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
、

大
学
の
図
書
館
な
ど
か
ら
自
分
で

探
し
て
取
捨
選
択
す
る
か
、
学
生

同
士
あ
る
い
は
教
員
と
の
議
論
を

き
っ
か
け
に
情
報
を
入
手
し
て
い

た
。
議
論
で
負
け
た
く
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
自
分
で
情
報
を
調
べ

イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
今
は
そ
う
し
た
「
無
意

識
の
競
争
」
の
姿
勢
を
持
つ
人
が

少
な
く
、
議
論
は
生
ま
れ
に
く

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

す
れ
ば
〝
正
答
ら
し
い
も
の
〞
に

た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
す

る
と
学
生
が
注
力
す
る
の
は
、
そ

れ
ら
情
報
を
集
め
て
う
ま
く
加
工

し
、
綺
麗
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ

と
。
こ
れ
で
は
大
学
の
学
び
と
は

言
え
な
い
。

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
技
術
は
場
数

を
踏
め
ば
一
定
程
度
備
わ
る
も
の

だ
。
そ
れ
以
上
に
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
の
は
、
目
の
前
の
情
報
を
う

の
み
に
せ
ず
精
査
す
る
真
の
イ
ン

プ
ッ
ト
だ
。
近
年
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る

が
、
仮
に
２
つ
の
変
数
に
相
関
関

係
が
あ
っ
た
と
し
て
「
相
関
が
あ

る
」
と
す
ぐ
に
受
け
入
れ
る
の
は

本
質
で
は
な
い
。
そ
の
相
関
の
裏

に
ど
ん
な
因
果
関
係
が
あ
る
の

か
。
あ
る
い
は
因
果
で
は
な
く
、

第
３
の
要
因
で
起
き
た
相
関
な
の

か
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
情
報
を

集
め
て
加
工
す
る
こ
と
が
大
学
の

学
び
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
常
に

も
つ
私
に
と
っ
て
、
現
代
の
学
生

に
広
が
る
「
イ
ン
プ
ッ
ト
な
き
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
を
正
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
議
論
や
討
論

を
呼
び
起
こ
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

目
指
す
未
来
①

学
部長

聞く
に

かりた・しんじ
平成２年東京大学法学部卒業。４年同大大学院法学政
治学研究科修士課程修了。同年東京大学助手、９年
国学院大学法学部専任講師、10年助教授、19年准教
授、20年教授。修士（法学）。専門は政治思想史、政
治哲学。共著に『差別の構造と国民国家』（法蔵館、
2021年）など。

　

令
和
５
年
度
か
ら
新

た
に
法
学
部
を
率
い
る

こ
と
と
な
っ
た
茢
田
真

司
学
部
長
。
茢
田
学
部

長
は
、
同
学
部
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
法
律
や
政

治
に
直
接
関
係
す
る
職

業
以
外
で
も
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用

で
き
る
と
考
え
る
。
同

学
部
が
目
指
す
教
育
に

つ
い
て
詳
し
く
聞
い

た
。

法学部

育
て
た
い
の
は
、

知
識
の
先
に
あ
る

判
断
力

F a c u l t y  o f  L a w

法学部長・茢田真司

　

現
代
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
多
様
な

価
値
観
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
法
学
部
が
目
指
す
の

は
、
多
様
な
価
値
観
か
ら
生
ま
れ

る
対
立
を
解
決
で
き
る
人
材
の
育

成
だ
。
そ
れ
も
主
体
的
に
問
題
と

関
わ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
く
。

　

主
体
的
と
は
、
自
分
で
積
極
的

に
議
論
に
参
加
し
、
議
論
を
ま
と

め
よ
う
と
し
た
り
、
相
手
の
意
見

に
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
と
感
じ

た
ら
指
摘
し
反
論
す
る
な
ど
の
行

動
を
と
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
の
価
値
観
や
考
え
方
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
相
手

の
価
値
観
や
考
え
方
を
理
解
し
つ

つ
、
そ
れ
と
の
共
存
を
図
る
こ
と

の
で
き
る
柔
軟
な
思
考
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

こ
う
い
っ
た
「
対
立
の
解
決
」

の
能
力
は
、
決
し
て
専
門
職
だ
け

に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
対
立

や
紛
争
は
社
会
や
日
常
の
至
る
と

こ
ろ
に
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

地
域
で
の
対
立
、
企
業
で
の
対

立
、
組
織
で
の
対
立
も
あ
る
。
近

年
で
は
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
、

対
等
に
意
見
を
表
明
し
、
議
論
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
対
立
を
主
体
的

に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材

は
、
地
域
で
も
企
業
で
も
社
会
で

も
求
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

自
分
が
持
っ
て
い
る
常
識
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
相
手
の
見

解
を
理
解
し
な
が
ら
、
公
平
な
第

三
者
の
視
点
に
立
っ
た
解
決
策
を

提
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
点
、
本
学
部
は
法
や
政
治
の

〝
知
識
を
学
ぶ
だ
け
〞
の
教
育
を

し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
。
知

識
の
先
に
あ
る
判
断
力
を
磨
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

多
様
な
価
値
観
。

そ
の
対
立
を
解
決
で
き
る
人
材
に

対
立
を
主
体
的
に
解
決
す
る
た
め
に

提
供
す
る
学
問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
主
流
と
な
り
、
議
論
に
よ
っ

て
合
意
形
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
学

ぶ
の
が
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。
合

意
を
作
る
に
は
参
加
者
が
集
ま
る

〝
場
〞
が
重
要
だ
か
ら
だ
。
政
治

哲
学
で
は
「
共
通
感
覚
」
と
い
う

が
、
同
じ
と
こ
ろ
に
一
緒
に
い
る

と
い
う
感
覚
こ
そ
が
議
論
と
合
意

の
背
景
に
あ
る
。
S
N
S
の
議

論
が
論
争
に
な
り
や
す
い
の
は
共

通
感
覚
が
な
い
か
ら
と
い
え
る

が
、
そ
の
点
で
、
対
面
型
授
業
の

拡
大
は
プ
ラ
ス
に
働
く
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

も
、
教
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に

よ
り
、
巧
み
に
〝
場
〞
を
作
り
出

し
て
、
学
生
の
主
体
的
な
参
加
を

促
す
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

も
自
主
的
に
討
論
で
き
る
「
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
・
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
も
計
画
し
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
学
生
が
主
体

的
に
参
加
す
る
学
修
の
場
を
積
極

的
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

　

本
学
は
国
史
・
国
文
・
国
法
を

学
ぶ
教
育
機
関
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
探
求
に
邁ま

い
進し

ん
し
て
き
た
。
本

学
部
で
も
、
特
色
あ
る
科
目
と
し

て
、「
日
本
法
制
史
」
や
「
日
本

政
治
思
想
史
」
が
開
講
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
建
学
の
精
神
に
見

合
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
学
の
長

い
歴
史
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
研
究
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
さ
に
本
学
な
ら
で
は
の
学

問
だ
。
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

日
本
の
法
制
史
や
政
治
思
想
を
学

ぶ
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

全
て
の
理
論
や
思
想
に
は
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
共
存
す

る
。
各
国
の
法
律
や
政
治
思
想
も

同
様
だ
。
価
値
観
の
対
立
の
解
決

に
必
要
な
判
断
力
と
は
、
こ
れ
ら

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
・
思
想

・
制
度
を
適
切
に
使
い
分
け
る
こ

と
だ
。

　

日
本
の
法
制
史
や
政
治
思
想
を

学
ぶ
目
的
は
、
日
本
の
制
度
や
思

想
を
絶
対
視
す
る
た
め
で
は
な

く
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
の
両
面
を
理
解
す
る
た
め
で
あ

る
。
日
本
で
培
わ
れ
て
き
た
方
法

を
、
歴
史
の
視
点
か
ら
相
対
化

し
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
適
切

に
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
が

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思
考
」
の
意
味

で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
、
日
本
の

法
制
史
や
政
治
思
想
を
学
ぶ
価
値

が
あ
る
。

　

価
値
観
の
対
立
す
る
人
々
の
合

意
は
、
妥
協
と
は
違
う
も
の
だ
。

お
互
い
の
利
益
や
意
見
を
足
し
て

２
で
割
る
の
で
は
な
く
、
第
三
者

の
視
点
で
公
平
に
分
析
し
、
適
切

な
手
法
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
よ

り
公
正
な
解
決
の
道
筋
を
考
え
て

い
く
。
私
が
学
部
長
と
し
て
目
指

す
の
は
、
そ
う
い
っ
た
人
材
の
育

成
だ
。

議
論
や
学
生
と
の
対
話
を
取
り
入

れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
の
授
業
を
早
く
か
ら
取
り
入
れ

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
方
針

を
続
け
て
い
く
。

　

昨
今
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
取
り
入
れ
る
大
学
は
増
え

て
い
る
が
、
本
学
部
が
こ
の
方
針

を
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
は
15
年

ほ
ど
前
だ
。
学
生
の
主
体
的
な
参

加
を
中
心
と
す
る
講
義
形
態
を
い

ち
早
く
導
入
し
て
き
た
と
い
え

る
。

　

対
立
を
主
体
的
に
解
決
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
学
生
自

身
が
中
心
と
な
っ
て
、
議
論
や
対

話
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
だ
。
実

際
に
議
論
に
参
加
し
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
に
違
う
価
値
観

を
持
っ
て
い
る
か
を
痛
感
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
経
験
を
す
る
中

で
、
多
様
な
価
値
観
が
世
の
中
に

存
在
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
く
の

が
狙
い
だ
。

　

価
値
観
の
対
立
を
主
体
的
に
解

決
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
本
学
部
で
は
少
人
数
の
講
義

や
演
習
を
重
視
し
、
学
生
同
士
の
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くろさき・ひろゆき
平成元年東京大学文学部卒業、４年同大大学院人文科
学研究科修士課程修了ほか。９年国学院大学日本文化
研究所専任講師、15年同神道文化学部専任講師、19
年准教授、27年教授。博士（宗教学）。専門は宗教
学、宗教社会学、地域社会と神社神道、宗教と情報・
コミュニケーション。

　

令
和
５
年
度
よ
り
神

道
文
化
学
部
の
舵
を
取

る
こ
と
に
な
っ
た
黒
﨑

浩
行
学
部
長
。「
過
疎

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
で
、
神
道
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
」
と
語

る
黒
﨑
学
部
長
は
、
本

学
部
と
し
て
ど
ん
な
研

究
と
教
育
を
目
指
す
の

か
。
描
く
プ
ラ
ン
を
聞

い
た
。

神道文化学部

変
動
す
る

社
会
の
中
で

考
え
る

「
神
道
」
の
あ
り
方

Faculty of Shinto Studies

神道文化学部長・黒﨑浩行

　

神
社
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
現
実
に
目
を
向
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
自
体
の

都
市
化
や
地
方
の
人
口
減
少
に
よ

り
、
神
社
の
基
盤
と
な
る
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
解
体
が
起
き
て
い
る

た
め
だ
。
地
域
の
お
祭
り
や
神
事

が
担
い
手
不
足
に
よ
り
続
け
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
伝
統
を
絶
や
し
て

は
い
け
な
い
。
本
学
部
は
こ
れ
ま

で
通
り
、
神
道
や
日
本
文
化
を
次

世
代
へ
伝
承
す
る
こ
と
が
使
命
だ
。

　

神
道
の
情
報
や
知
識
は
、
今
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の

中
に
は
根
拠
の
不
明
な
情
報
や
正

確
性
を
欠
い
た
情
報
が
あ
る
の
も

事
実
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
性

と
学
術
性
を
備
え
た
本
学
部
の
研

究
教
育
に
は
社
会
的
な
価
値
が
あ

る
。
本
学
部
で
は
長
き
に
わ
た
り

一
次
資
料
の
収
集
・
分
析
と
実
地

調
査
に
基
づ
い
た
実
証
的
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
授
業
な
ど
で
日
本

文
化
の
由
来
、
例
え
ば
拝
礼
の
作

法
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
き
に
も
、
文
献
資
料
の
考
証

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　

大
切
な
の
は
、
単
に
昔
か
ら
あ

る
か
ら
と
神
道
を
伝
承
す
る
の
で

は
な
く
、
変
動
す
る
社
会
情
勢
の

中
で
何
を
守
り
、
何
を
変
え
ざ
る

を
得
な
い
か
見
極
め
な
が
ら
次
世

代
へ
繫
ぐ
こ
と
だ
。
神
職
養
成
に

お
い
て
は
、
学
生
が
卒
業
後
に
現

場
に
立
っ
た
と
き
、
現
代
の
社
会

課
題
や
社
会
的
テ
ー
マ
に
応
じ
て

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し

な
が
ら
主
体
的
に
動
け
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
に
、本
学
部
の
学
び
に

あ
た
っ
て
は
、多
様
性
や
ほ
か
の
宗

教
文
化
に
対
す
る
理
解
、祭
り
の

継
承
、神
社
と
ま
ち
づ
く
り
と
の

関
わ
り
、鎮
守
の
森
に
よ
る
地
域

の
自
然
保
護
、災
害
後
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
再
生
に
お
け
る
神
道
文
化
の

役
割
、あ
る
い
は
福
祉
・
ケ
ア
と
の

関
連
も
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
。情

報
化
が
進
む
中
で
神
社
の
メ
デ
ィ

ア
活
用
も
熟
慮
す
べ
き
項
目
だ
。

越
性
を
強
調
す
る
の
は
、
排
他
性

に
繫
が
り
か
ね
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
一
例
だ
が
、
複
雑
な

現
代
社
会
の
多
様
性
に
対
し
て
神

道
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
か

は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
、
受
け
身
で
は

な
く
能
動
的
に
、
主
体
性
を
保
持

し
た
態
度
を
取
る
こ
と
が
大
切

だ
。
本
学
の
建
学
精
神
で
も
あ
る

「
寛
容
性
と
謙
虚
さ
」
を
現
代
で

も
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は

多
様
性
と
神
道
に
関
す
る
教
育
・

研
究
の
基
盤
を
構
築
し
、
教
員
各

自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
で
行

動
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
術
団
体

や
神
社
界
の
研
究
機
関
な
ど
、
学

外
と
の
連
携
協
力
も
強
く
す
る
。

　

も
う
一
つ
力
を
入
れ
た
い
の

は
、世
界
の
宗
教
文
化
に
関
す
る

教
育
・
研
究
だ
。近
年
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
多
様
な
宗
教
が
日

本
に
入
っ
て
い
る
。相
手
の
宗
教

の
知
識
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、互

い
の
宗
教
に
対
す
る
尊
重
の
念
が

必
要
だ
。ま
た
、今
も
宗
教
に
よ
る

国
際
対
立
や
被
害
は
後
を
絶
た
な

い
。そ
こ
で
こ
の
社
会
的
テ
ー
マ

に
繫
が
る
学
問
を
究
め
て
い
く
。

　

も
と
も
と
本
学
部
は
、
神
職
養

成
や
日
本
の
宗
教
文
化
の
み
な
ら

ず
、
世
界
の
宗
教
文
化
も
研
究
・

教
育
し
て
き
た
。
例
と
し
て
、
学

生
は
３
年
次
に
な
る
と
個
々
の
関

心
に
合
わ
せ
て
「
神
道
文
化
コ
ー

ス
」
と
「
宗
教
文
化
コ
ー
ス
」
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
。
神
道
文

化
コ
ー
ス
は
神
職
に
向
け
た
教
養

を
身
に
つ
け
る
コ
ー
ス
だ
が
、
宗

教
文
化
コ
ー
ス
は
内
外
の
宗
教
文

化
を
比
較
研
究
す
る
も
の
。
神
道

に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
を
学

ん
で
い
く
。

　

こ
の
分
野
に
関
す
る
教
員
も
充

実
し
て
お
り
、
本
学
部
が
開
設
さ

れ
た
平
成
14
年
、
本
学
の
研
究
機

関
で
あ
る
「
日
本
文
化
研
究
所

（
現
・
研
究
開
発
推
進
機
構
）
」

か
ら
、
世
界
の
宗
教
文
化
を
研
究

す
る
教
員
が
複
数
名
移
籍
し
て
体

制
を
強
固
に
し
た
。

　

具
体
的
な
目
標
と
し
て
、
日
本

や
世
界
の
宗
教
文
化
を
学
ん
だ
人

に
与
え
ら
れ
る
「
宗
教
文
化
士
」

の
資
格
保
有
者
を
本
学
部
か
ら
年

間
50
人
程
度
を
輩
出
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
資
格
は
宗
教
文

化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
が
認
定
す

る
も
の
で
、
現
代
の
多
文
化
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
に
与
え
ら
れ

る
資
格
と
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
や
世

界
の
宗
教
文
化
を
専
門
的
に
研
究

し
、
教
育
へ
の
反
映
を
重
ね
な
が

ら
、
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩

出
し
て
い
く
。
最
近
は
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
な
ど
か
ら
宗
教
や
神
道

に
興
味
を
持
つ
学
生
も
い
る
。
そ

う
い
っ
た
学
生
も
、
本
学
を
卒
業

す
る
「
出
口
」
で
は
、
確
か
な
宗

教
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
人

へ
と
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。

厳
し
い
現
実
の
中
で
も

神
道
を
伝
承
し
て
い
く

「
多
様
性
」と

「
世
界
の
宗
教
文
化
理
解
」を
重
視

　

近
年
特
に
重
要
な
社
会
的
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
多
様
性

の
尊
重
」
だ
。
本
学
で
は
令
和
４

年
度
よ
り
「
中
期
５
カ
年
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
学
部
で

は
こ
の
５
カ
年
に
お
い
て
「
多
様

性
と
神
道
」
に
関
す
る
研
究
教
育

を
推
進
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

神
道
精
神
は
多
様
性
の
尊
重
に
通

じ
る
一
方
で
、
そ
れ
に
逆
行
す
る

面
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
だ
。

　

例
え
ば
祭
り
の
中
に
は
、
伝
統

的
に
参
加
者
の
条
件
が
限
定
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
神み

輿こ
し

は

長
男
し
か
担
げ
な
い
、
地
域
住
民

し
か
参
加
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ

と
は
珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
で
神
道
が
「
日
本

人
の
優
越
性
」
の
強
調
に
使
わ
れ

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
日
本
人

の
根
本
に
神
道
精
神
が
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
優

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

目
指
す
未
来
①

学
部長

聞く
に

人間開発学部・観光まちづくり学部は６月号で掲載
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町田樹助教
ミズノスポーツライター賞受賞
　町田樹・人間開発学部助教が、第33回ミ
ズノスポーツライター賞で最優秀賞を受賞
し、４月20日に都内ホテルで表彰式が行わ
れた。
　同賞は、公益財団法人ミズノスポーツ振興
財団が実施。スポーツ文化の発展と飛躍のた
め、スポーツに関する報道や論評、ノンフィ
クション作品などを対象に優れた作品と著者
を顕彰するもの。
　町田助教は表彰式で「受賞を励みに、教員
として学生とともに研究を積み重ね、今後も
書き綴っていきたい」と抱負を述べた。

若木育成会
本部役員会・総会を開催

　在学生の保証人（父母ら）で組織される若
木育成会（森伸一会長）は４月22日、渋谷
キャンパスで本部役員会を開催した。会議で
は、令和４年度の事業報告、決算や５年度の
事業計画や予算などが審議・承認された。
　本部総会は５月13日に渋谷キャンパスで
開催され、本部役員に加え全国56支部の支
部長が集い事業計画の審議などが行われた。
参加者は各支部で実施している会員間交流の
取り組みをはじめとした活動について情報交
換を行うなど積極的に交流し、会場は活気を
呈していた。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

国
学
院
大
学
学
報
7
2
2
号

５
面
「
学
部
・
大
学
院　

休
学

制
度
改
正
」
記
事
に
お
け
る
新

旧
対
照
表
の
一
部
に
つ
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の

と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

歓
迎
会
に
集
ま
っ
た
学
生
た
ち

　

国
学
院
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
と

日
本
人
学
生
ら
の
学
内
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
「International Coffee 

Hour

（
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
）
」
が
留

学
生
の
歓
迎
会
と
し
て
４
月
14
日
に

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
有
栖
川
宮
記
念
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が

交
流
を
深
め
た
。

　

初
め
に
田
原
裕
子
・
国
際
交
流
推

進
部
長
（
経
済
学
部
教
授
）
が
「
世

の
中
が
分
断
の
方
向
に
進
ん
で
い
る

中
、
こ
う
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
は
国
際
交
流
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
る
人
た
ち
だ
と
思
い
、
と
て
も

頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
世
の
中
を
少
し
で
も
平
和
な
方
向

に
進
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
」
と
学
生
た
ち
を
歓
迎
し
た
。

　

続
い
て
今
年
か
ら
留
学
を
開
始
す

る
Ｋ
―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
科
目
等
履
修
生
、

学
部
留
学
生
、
大
学
院
交
換
留
学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
で
あ
い
さ
つ

し
、
参
加
し
た
学
生
た
ち
か
ら
歓
声

と
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は
「I know a person 

who

…
（
私
は
こ
ん
な
人
を
見
つ
け

ま
し
た
）
」
と
題
し
、
配
布
さ
れ
た

用
紙
に
書
い
て
あ
る
趣
味
や
特
技
な

ど
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
を
探
す

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。「
四
川
料
理

が
好
き
」「
韓
国
ド
ラ
マ
を
見
て
い

る
」
な
ど
留
学
生
の
出
身
地
に
関
係

す
る
項
目
も
あ
り
、
お
互
い
に
質
問

し
な
が
ら
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
言
語
が
通
じ
合

わ
な
く
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

最
後
に
岩
瀬
由
佳
・
文
学
部
教
授

（
前
国
際
交
流
推
進
部
長
）
が
「
こ

の
機
会
に
た
く
さ
ん
友
達
を
作
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
し
、
今
後
の
学
生
同
士
の

交
流
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
、
毎
週
金
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

留
学
生
15
人
を
歓
迎

学
内
交
流
企
画

項目に当てはまる参加者を探す
ゲームを行った

たまプラーザキャンパス学食
「万葉の小径」リニューアル

　たまプラーザキャンパス２号館の学食「カ
フェラウンジ　万葉の小径」が５月８日に設
備を刷新しリニューアルオープンした。
　オープン記念として８日から10日には、期
間限定のおかず増量メニューも登場。オープ
ン初日から、多くの学生が訪れ賑わいをみせ
ていた。テイクアウトメニューも設けられ、中
庭に設けられたベンチで友人と語らいながら
ランチを楽しむ学生の姿も見受けられた。
　同店では、在学生保証人（父母ら）で組織
する若木育成会の支援により、本学学生に限
り一般価格から200～250円引きで食事が楽
しめる。

　

国
学
院
大
学
博
物
館
が
4
月
1

日
か
ら
5
月
14
日
ま
で
の
期
間
で

「
春
の
特
別
列
品
―
国
学
院
大
学

図
書
館
の
名
品
―
『
土
御
門
家
が

み
た
宇そ

宙ら

―
江
戸
時
代
の
天
文
観

測
』」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
陰
陽
師
・

安
倍
晴
明
を
受
け
継
ぐ
支
流
の

一
つ
で
、
時
の
朝
廷
や
幕
府
に

陰
陽
家
と
し
て
天
文
道
を
も
っ
て

仕
え
た
土
御
門
家
の
史
料
を
公

開
。
本
学
図
書
館
所
蔵
の
60
点
を

超
え
る
史
料
群
「
土
御
門
家
記

録
」
を
中
心
に
展
示
。
な
か
で
も

嘉
永
6
（
1
8
5
3
）
年
の
ク
リ

ン
カ
ー
フ
ュ
ー
ズ
彗す

い

星せ
い

と
安
政
5

（
1
8
5
8
）
年
の
ド
ナ
テ
ィ
彗

星
の
観
測
記
録
＝
写
真
＝
は
、
詳

細
な
測
量
記
録
や
絵
図
に
加
え
、

幕
府
へ
の
報
告
書
で
あ
る
勘
文
の

作
成
過
程
や
彗
星
出
現
に
関
す
る

土
御
門
家
の
解
釈
な
ど
が
わ
か
る

貴
重
な
も
の
。
彗
星
の
観
測
日
ご

と
の
高
度
や
「
尾
」
の
長
さ
、
周

囲
の
天
体
と
の
位
置

関
係
や
、
観
測
か
ら

判
明
し
た
軌
道
な
ど

が
朱
色
で
表
さ
れ
て

お
り
、
土
御
門
家
の

天
文
観
測
の
精
密
さ

が
う
か
が
え
た
。

　

ほ
か
に
も
、
古
代

・
中
世
の
天
文
観
測

記
録
と
し
て
、
国
内

で
最
古
の
オ
ー
ロ
ラ

の
出
現
記
録
と
さ
れ

る
『
日
本
書
紀
』
な

ど
も
展
示
。
来
館
者

は
興
味
深
く
展
示
を

観
賞
し
、
先
人
た
ち

の
見
た
星
々
の
姿
に

思
い
を
馳
せ
て
い

た
。

春
の
特
別
列
品

土
御
門
家
の
天
文
観
測
に
迫
る

訂正記事は印刷版紙面でのみ掲載しています
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
令和５年石川県能登地方を震源とする
地震に遭われた学生・ご父母等の皆さまへ

内 令和５年５月５日からの石川県能登地方を震源とす
る地震により災害救助法が適用された地域に主たる
家計支持者が居住し、家計の急変で今後の学業生活
に支障をきたすおそれのある学生は、保証人（ご父
母等）と相談のうえ下記の大学窓口までご相談くだ
さい。
対 適用対象地域は本学ＨＰや内閣府防災ＨＰで確認し

てください。
問▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

「指定寄付金」ご協力のお願い

内 学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独
自性のある教育研究体制を確立するため、広く寄付
を募っています。寄付の種類は「学生・生徒等の奨
学基金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究振
興支援」「施設・設備充実支援」の４つに加え、学

生の課外活動（スポーツ強化部会など）を支援する
ための「課外活動支援」や「メッセージ募金」を設
けています。「メッセージ募金」は、スポーツなど
の課外活動に熱心に取り組む学生に向けて、ＨＰ上
からメッセージを直接投稿してもらう仕組み。ワン
コイン（500円）から寄付が可能で、メッセージは
そのまま専用ＨＰで公開されます（匿名可）。
申 専用用紙またはインターネットでのクレジットカー

ド決済（VISA、Mastercardの２種類）が可能です。
問総務課（☎03・5466・0111）
※ 本法人への指定寄付金は税制上の優遇措置を受け

ることができます。寄付に関する情報は専用ＨＰ

（https://kifu.kokugakuin.ac.jp）で 閲 覧 で き ま
す。

本学が参加予定の進学相談会
（５月下旬～６月） 合合

内 各地で開催される進学相談会に参加を予定していま
す。入学試験制度や本学の学びに関する最新情報を
もとに、進学に関する疑問や質問に直接お答えしま
す。本学への進学をお考えの受験生、保護者の方は
ぜひご来場ください。
日・時・場上表参照
問入学課（☎03・5466・0141）

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 １日でＳＰＩの初級レベルから玉手箱まで、広範
囲を一気に学習します。頻出分野の問題を確実に
解くことがインターンシップ選考突破に向けたポ
イントになります。ハイブリッド形式で開催。
日６月10日㈯
対３年生

インターンシップ筆記試験対策講座

内 個別にインターンシップについての不安、疑問の
相談が可能です。インターンシップへの参加を検
討している方は、是非ご参加ください。相談会は
オンライン、相談ブースは渋谷キャンパスで対面
開催。
日５月23日㈫、６月１日㈭・２日㈮・21日㈬
対１～３年生

インターンシップなんでも相談会

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

令和５年度 進学相談会参加予定一覧（～６月）
都道府県 都　市 会　場 開催日 時　間
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ ５月27日㈯ 10：00～17：30
群 馬 高 崎 ビエント高崎 ５月28日㈰ 11：00～16：00
神奈川 横 浜 横浜新都市ホール（横浜そごう） ６月 ３日㈯ 13：00～17：00
埼 玉 春日部 ふれあいキューブ ６月 ７日㈬ 15：30～18：30
栃 木 宇都宮 マロニエプラザ ６月 ７日㈬ 14：00～18：30
愛 知 名古屋 ナディアパーク　デザインセンタービル ６月10日㈯ 10：00～17：00
千 葉 幕 張 東京ベイ幕張ホール ６月11日㈰ 11：00～16：00
広 島 広 島 広島国際会議場 ６月11日㈰ 10：00～17：00
長 野 長 野 ビッグハット ６月14日㈬ 14：30～18：30
長 野 松 本 やまびこドーム ６月15日㈭ 13：55～18：30
静 岡 浜 松 アクトシティ浜松 ６月17日㈯ 13：00～17：00
大 阪 梅 田 梅田センタービル ６月17日㈯ 10：00～17：00
福 岡 福 岡 エルガーラホール ６月18日㈰ 10：00～17：00
山 梨 甲 府 アイメッセ山梨 ６月18日㈰ 11：00～16：00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ ６月18日㈰ 11：00～16：00
埼 玉 川 越 ウェスタ川越 ６月23日㈮ 14：00～17：30
北海道 札 幌 ベルヴュオフィス札幌 ６月25日㈰ 10：00～17：00

博物館
料無料
時 10時～18時（最終入館17時30分）。祝日を除く月曜休館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 神社では現在、祭祀の前には祓
はらえ

（修
しゅ

祓
ばつ

）が行わ
れ、毎年６月と12月には全国各地で大

おお

祓
はらえ

が行わ
れます。大祓では、「大

おお

祓
はらえの

詞
ことば

」を読んだり、人
ひと

形
がた

で体を撫でたりし、あるいは境内に設置された
茅
ちの

輪
わ

をくぐることもあります。これらは、何のた
めに行い、どんな歴史があるのでしょうか。

　 祓は祭祀とともに神道の中核にある儀礼です。神

企画展「祓－儀礼と思想－」

道には教典はありませんが、祓で用いられた詞で
ある「中

なか

臣
とみの

祓
はらえ

」「六
みなづきのつごもりのおおはらえ

月 晦 大 祓」「大祓詞」の注
釈を通して数多くの神道思想が述べられてきまし
た。一方で、現在の祓やその理解は、古代から同
じようになされてきたのではありません。道教・
仏教・陰陽道・儒教などと関わりながら、日本の
宗教文化として変容し、現在に至っています。こ
のため、祓の儀礼、用具、思想の歴史を読み解い
てゆくと、現在の神道がどのように形作られたの
か、日本の宗教文化がどのように展開してきたの
かを見ることができます。

　 本展示では、祓の儀礼と思想を本学が所蔵するさ
まざまな資料から明らかにしていきます。
日開催中～７月９日㈰

国
学
院
大
学
で
学
ぶ
と
は

 

〜「
学
習
」か
ら「
学
修
」へ
の
転
換
〜

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。我
が
国
で
は
嘗か

つ

て
は
、

ど
の
偏
差
値
の
大
学
に
入
学

し
た
か
で
、そ
の
後
の
人
生

が
決
ま
る
と
さ
れ
る「
入
り

口
評
価
」の
側
面
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
学

歴
」は「
学
校
歴
」で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
日
で
は
「
学

歴
」
は
、
本
来
の
「
学
習
歴
」

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

ど
こ
に
入
り
、
所
属
し
た
か

で
は
な
く
、
何
を
、
い
か
に

学
ん
だ
か
で
評
価
さ
れ
る
社

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
筆
者
が
一
時
在
籍
し
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
も
、
教

員
は
毎
年
公
表
さ
れ
る
学
部

別
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
一
喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、そ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
の
指
標
で
問
わ
れ
る

の
は
教
育
成
果
で
す
。教
授

陣
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

度
、教
育
環
境
の
整
備
度
、卒

業
生
の
資
格
取
得
状
況
や
就

職（
出
口
）状
況
な
ど
で
す
。

　
実
際
、
我
が
国
で
も
学
生

の
「
学
び
」
に
対
す
る
意
識

も
、
筆
者
の
大
学
時
代
と
は

変
わ
り
ま
し
た
。
当
時
は
、

資
質
能
力
の
開
発
に
必
要
と

思
う
授
業
よ
り
も
、
単
位
が

取
得
し
や
す
い
楽
勝
科
目
、

米
国
で
言
う
「
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
・
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

可
能
な
限
り
集
め
た
も
の
で

す
。

　
何
よ
り
も
高
度
情
報
化
社

会
＝
脱
工
業
化
社
会
と
呼
ば

れ
る
今
日
の
社
会
で
は
、嘗

て
の「
同
じ
こ
と（
同
一
課

題
）を
」「
同
じ
や
り
方
で
」

「
み
ん
な
一
緒（
同
時
）に
」と

い
う「
学
び
」の
手
法
は
通
用

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
ま
で
の「
学
び
」は
、

あ
る
意
味
、こ
う
し
た
手
法

に
熟
達
し
た
生
徒
が
優
等
生

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

百
点
満
点
へ
の
到
達
度
を
問

う
学
び
と
も
言
え
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、食
材
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
は
、美
味
し
い

料
理
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。そ
れ
は
、「
学
び
」に
お

け
る「
知
識
」も
同
様
で
す
。

知
識
が
豊
富
な
こ
と
は
良
い

こ
と
で
す
。問
題
な
の
は
、知

識
の
在
り
方
で
す
。

　
美
味
し
い
料
理
づ
く
り
の

た
め
に
引
き
出
さ
れ
た
食
材

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
知
識
」
が
ク
イ
ズ
的
な

知
識
に
止
ま
ら
ず
、
主
体
的

思
考
を
形
成
す
る
材
料
と
し

て
機
能
す
る
知
識
に
な
っ
て

い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
総
括
す
れ
ば
、
高
校
ま
で

の
学
び
は
「
学
習
」
で
し
た

が
、
大
学
で
は
「
学
修
」
と

な
る
の
で
す
。

　
学
生
諸
君
に
は
、先
生
や

友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、

「
学
習
」か
ら「
学
修
」へ
の
転

換
を
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。大
学

は「
小
さ
く
打
て
ば
小
さ
く

返
る
、大
き
く
打
て
ば
大
き

く
返
る
」と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、親
御
さ
ん
に
は
、

『
古
事
記
』の「
国
生
み
」に
お

け
る
、「（
自
ら
）な
る
」育
ち

を
標
ぼ
う
す
る「
修
理
固
成

（
つ
く
ろ
ひ
か
た
め
な
せ
）」

を
教
育
の
素
地
と
す
る
国
学

院
大
学
で
学
ぶ
彼
ら
の
育
ち

を
見
届
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
ま
す
。明
治
天
皇
御

製
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

「
い
か
な
ら
む
　
時
に
あ
ふ

と
も
　
人
は
み
な
　
ま
こ

と
の
道
を
　
ふ
め
と
を
し

（
教
）
へ
よ
」

第16回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。
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新しい挑戦ができない自分を
変えたくて

　経済学部で取り入れられているアクティブ・ラ
ーニング（教員と学生が双方向に論じ、自ら考え
る思考法を養う能動的な学修）には「ファシリテ
ーター＆アドバイザー（ＦＡ）」が配置されてい
る授業がある。ＦＡは主に、グループワークの際
に議論を活性化させる種をまいたり、学生の発言
を促したり、議論が迷走したときに道筋を示した
りする。
　議論が行き詰まったグループがあればＦＡの出
番。「どこまで話が進んだかな」と問いかけ、「こ
こから先が分からない」という返答がきたら、一
人一人の意見を促したり、その意見について別の
学生からの意見を引き出していったりする。この
役割を、１年次後期にリーダーシップについて学
ぶ授業を履修した２年生で、立候補した中から選
抜された20～25人ほどが担っている。森さんは
熱心に活動した結果、ＦＡのリーダーを任され、
４年生の前半まで活動を続けてきた。
「私は臆病な性格で自ら立候補するタイプではな
かったんです。でも、１年生のときＦＡで参加し
ていた先輩から勧められて、自分を変えたい、成
長したいという思いで立候補したんです。それ
と、入学して大学に慣れてくると授業とサークル
（野球サークル）とアルバイトの繰り返しに飽き
ちゃって。せっかくならこの大学でしか経験でき
ないことをしてみようと思ったんです」

ＦＡデビューがなんとオンライン！
　ＦＡに選ばれた後、研修を経ていよいよデビュ
ーが近づいてきた。森さんも授業に備え意欲を燃
やしていたとき、思いもよらない事態が待ってい
た。新型コロナウイルス感染症の感染拡大によっ
て、なんと授業が全てオンラインになってしまっ
たのだ。ＦＡの事前研修は対面授業を前提にした
ものだった。
「正直困りました！　でもやるしかない。まず先
生方も含めＦＡメンバー全体でZoomの使い方を
学ぶところからスタートです。授業中に起こりう
るトラブルも想定して、もう大忙しで準備をして
本番に備えました」
　やってみると想定外の事態も続出。グループワ
ークは、Zoomのルーム機能を使って３～４人ご
とに分かれてディスカッションするのだが、ルー
ムに入室して議論を見守ろうとすると、入室した
瞬間、１年生たちに「来た！」という目には見え
ない空気が流れ、議論がピタッと止まってしまう
ことがあった。止まった議論を促すために質問を
してみたり、議論が止まらないようにルームへの
入室の仕方を変えたりと、対応に頭を悩ませなが
らも試行錯誤を重ねた。
　そうした事態への対応もあるので大変さももち
ろんあるが、ＦＡの活動をしてよかった！　と思
うのは、下級生の成長を感じられたときだ。
「最初の授業で行った自己紹介で、緊張してほと
んど話せなかった学生がいたんです。でも、年度
が終わるころ、その学生が自分の主張を流ちょう
に語れるようになっていて『うわあ、成長したな
！』と感激しましたね。やっぱり、下級生の成長
を目の当たりにすると感動します。やっていてよ
かったな、と」

先生とも二人三脚で取り組んだ
２年半

　先生との連携も重要だ。「ＦＡは先生がどんな
授業にしていきたいかを理解して活動しなければ
なりません。そのために毎回、打ち合わせをしま

した。私はずっと辻和洋助教とタッグを組んでい
たのですが、先生から徹底的に教えられたのは
『必ず振り返りを行う』こと。『何をして、結果
どうなったか、きちんと振り返りを行って記録し
ておく』こと。それが蓄積されて成長に繫がるか
らという先生の言葉を信じて、授業後にはＦＡ間
で運用している掲示板に記入して情報を共有しま
したし、自分自身でもノートに細かく記したりし
ていました」
　そう言って見せてくれたノートは、年が変わる
ごとに分厚くなっている＝写真左下。そこには、
携わった学生のことだけではなく、森さん自身の
成長も刻まれているのだ。

困っている人がいたらなんでも
手を貸したい

　森さんは、「学生生活の多くをＦＡ活動に費や
した」という。大学生は年度が上がるごとにゼミ
や卒業論文などで多忙になっていくから、時間捻
出は大変だったはず。なぜ、ＦＡを続けられたの
だろうか。
「私は困っている人がいたら手を貸すのが当たり
前の環境で育ちました。出身地では人と人が支え
合うのは当たり前なんです。自分では当たり前過
ぎて、助けるという意識ではなかったかもしれま
せん。ただ困っていたら手を貸すだけ。だからＦ
Ａの活動は自然なことでしたし、とてもやりがい
がありました」
　その結果、自分自身も大きく成長できた。「自
分の強みも分かりましたし、挑戦することが怖く
なくなりました。失敗することが怖くなくなった
のは大きいですね」。充実した大学生活は体中か
らあふれている。高校時代の先輩に久しぶりに会
ったとき、「こまちちゃん変わったね。すごくキ
ラキラしてるよ」と言われたことがとってもうれ
しかったという。
　ＦＡの経験を生かしたいと、卒業後は人材開発
や組織開発に関する仕事に就くことを選んだ。まっ
すぐな思いで駆け抜けた４年間。次のステージでも
キラキラな瞳を持ち続けたまま活躍してほしい。

臆病だった自分を
成長させてくれた
ファシリテーター＆
アドバイザーの経験は宝物
森こまちさん（令５卒・131期経ネ）

　この春、経済学部経済ネットワーキング学科
を卒業した森こまちさんは、２年生からＦＡ
（ファシリテーター＆アドバイザー）として下
級生が授業でうまく議論ができるよう、導き役
として活動してきた。ＦＡの活動を通じて森さ
んが経験し得たものとは何か話を聞いた。
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ボランティア、学内活動に
まい進した大学生活

「小学校の先生になるのが夢でした。大学に入学
してからは、先生になるために役立つようなボラ
ンティアや学内活動には多く参加してきました
ね」
　そう語る久保田さん。経験したのは「米国初等
教育ＴＡ（ティーチングアシスタント）研修」、
人間開発学部教育実践総合センターの「教育ボ
ランティア」。同学部の「学生企画委員会」や学
内のワークスタディ活動として「学生アドバイザ
ー」の活動にも力を入れてきた。
「ボランティアではアメリカと国内の小学校で、
子どもたちとふれあいながら授業のアシスタント
をしました。国は違っても、子どもたちと過ごす
のは楽しかったですね。国による授業や習慣の違
いや、子どもたちとの距離の縮め方など、今後の
役に立ちそうな経験もたくさんできました」
　小学校の現場とはまた違う経験で久保田さんを
成長させてくれたのは「学生企画委員会」だ。こ
れは人間開発学部の学生会員を代表する学生企画
委員が組織する会で、毎年10月に開催している
「共育フェスティバル」（地域の子どもたちへ体
験や学びの機会を提供し、学生も学部での学びを
実践する教育イベント）の運営などを行うもの。
久保田さんは３年生のときに学生企画委員代表と
なり令和３年度の同フェスティバルを取り仕切る
ことになった。
「コロナ禍での開催で、令和２年度はフェスティ
バル自体が中止。コロナ禍前に開催された頃の話
を先輩に聞いても、コロナ以前とでは人の流れも
異なり、初めて準備しなければならないことも多
くて大変でした」
　初等教育学科の代表の久保田さんのほか、健康
体育学科と子ども支援学科にも１人ずつ代表がい
た。３人はZoomで毎晩のように深夜まで話し合
いを続けた。
「真夜中に『うん、じゃあそうしよう。資料をま
とめて明日先生に提出するね』と決まってホッと
したのもつかの間、先生に見せたらＮＧが出てま

た会議……。そんなことを繰り返していました
ね」
　同フェスティバルのイベント企画は、学部の３
学科やサークルが考え担当する。各企画担当との
やり取りも代表の役割で、コロナの感染状況もあ
りギリギリまで決定できないことが多く、調整も
相当ハードだった。
「みんなギリギリのスケジュールでやりくりして
いるので、どうしてもピリピリしてしまいます。
ちょっとした行き違いで『えっ、どうして！？』
みたいなやりとりも発生して頭を抱えたこともあ
りました。でも先生が『小学校の先生になった
ら、もっといろいろな人と関わっていくわけだか
ら、これも人間関係の練習だと思って頑張ってみ
たら』とアドバイスしてくださって、気を取り直
して頑張りました。そうすることで、少し成長で
きたかなと思っています」

経験を生かして先生として
頑張りたい

　久保田さんは昨年、教員採用試験に見事合格を
果たした。
「とても楽しみです。小学校の先生になりたかっ
た理由は、自分自身の小学校生活が本当に楽しか
ったからです。たとえば運動会で応援団の団長に
なって、応援賞をいただいたこともありました。
それも私がみんなと一つになって、何かをやり遂
げることが大好きだったり、声が大きかったり
（笑）する様子を見て、先生が『応援団やってみ
たら？』と勧めてくださったことがきっかけでし
た。この体験を通して自信もついたし、協力して
ものごとを成し遂げる楽しさにも気付かされまし
た」
　そして、ボランティアを経験したからこその反
省点もある。
「私はこれまで、どちらかというとリーダー的な
役割をすることが多くて、何かするときは段取り
などを自分の中できっちり考えてから『こうやっ
ていくからよろしくね』と周囲に行動を促すよう
なところがあるんです。今振り返ると、そんなに

全部自分で決めないで、周りのみんなともっと協
力して、一緒に考えていけばよかったと反省して
います。今、小学校では子どもの主体性を育てる
教育がメインですが、これまでの自分だと『こう
やったほうがいいんじゃない』なんてアドバイス
してしまいそうな気がしているんです。子どもが
自ら考えて動くようにどうやってサポートしてい
ったらいいか、考えています。これは、ボランテ
ィアをしたからこそ気がついたことですね」
　久保田さんはどんな先生になりたいのだろう？
「かつての私がそうだったように、子どもたちに
『学校に行きたい！』って思ってもらえるような
環境を作りたいですね。そのためには、私自身が
いつも笑顔で子どもと接するようにしたいです
！」
　最後に、学生生活を振り返ってもらった。
「大学ではものすごくたくさんの友だちと出会え
ました。一緒にアメリカに行った友だちや、教職
を目指してともに勉強した友だち、ゼミやZoom
で仲良くなった友だち……。キャンパスも学科の
授業で集う建物はまとまっていたので、先生方と
の距離も近いし友だちとも仲良くなりやすく、学
科では知らない子がいないぐらいみんなと親しく
なれました。本当に居心地のいい場所でした」
　笑顔で答えてくれた久保田さん。今頃は、赴任
先となった学校で、子どもたちに向けてピカピカ
な笑顔をみせ元気いっぱいに活躍しているに違い
ない。

「学校が楽しい！」
子どもたちに

そう思ってもらえる
先生になりたい

久保田結菜さん（令５卒・131期初教）

　令和５年３月に人間開発学部初等教育学科を卒業
した久保田結菜さん。４月からは長年の夢をかな
え、小学校教員としてスタートを切った。久保田さ
んは在学中にさまざまなボランティアや学内活動に
参加し、経験を糧として成長してきた。ボランティ
ア活動から何を学び、得たのだろうか。
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　フランスジュニア国際大会が５月６、７日に
パリで開催され、国学院大学柔道部から男子
66kg級で羽田野啓太選手（健体３）、同73kg
級で後藤颯太選手（同２）が日本代表として出
場し、それぞれ見事に優勝を飾った。
　この大会は、各国から将来のシニア代表候補
と目される選手が集い開催されている。男子部
門には20カ国から218人が参加した。
　羽田野選手は予選リーグの１回戦から４回戦
までの４試合中３試合で一本を奪う好調さで準
決勝へ進出。準決勝でもアゼルバイジャン代表
選手に小内刈で技有を奪い優勢勝ちで制した。
決勝戦では地元フランスの代表選手と対戦。優
勝を懸け２選手が激しい争いを繰り広げると試
合は延長戦へ突入。両者一歩も引かずに進む
中、羽田野選手が一瞬の機会を逃さずに一本背
負投を仕掛けると相手選手は宙に舞い、見事に
勝負を決めた。
　後藤選手は１回戦シードとなり２回戦から登

場。２回戦を技有の優勢勝ち、３回戦を小外刈
の一本、４回戦を横四方固の一本で突破した。
準決勝ではフランス代表選手と対戦。両者が技
を仕掛け合うなか、後藤選手が相手選手の腕を
抱えるとそのまま肩固を決め、技有で優勢勝
ち。臨んだ決勝ではカナダ代表選手とつば競り
合いを繰り広げる中、隙をつき相手選手の背後
を取ると送襟絞へ持ち込む。そのまま相手選手
を制して一本を奪い、優勝に輝いた。
　大会後、羽田野選手は「国内大会と違う緊張
感の中で優勝を果たせ良かった。今後の大会も
結果を出していきたい」、後藤選手は「日本代
表という重圧もあったが勝つことができた。課
題もあったので、さらに精進したい」と振り返
った。本大会の日本代表男子監督を務めた川上
智弘・本学柔道部コーチは「２人の優勝は部員
たちに大きな刺激、好影響を与えた。この勢い
で今後の試合シーズンに全員で臨みたい」とエ
ールを送った。

男子66kg級を制した羽田野選手（左から２人目・柔道部提供）

男子73kg級を制した後藤選手（左から２人目・同）

1500ｍ３位の鈴木選手（©月刊陸上競技）

柔道部

ジュニア国際大会
羽田野選手・
後藤選手が優勝

　第102回関東学生陸上競技対校選手権大
会が５月11日から14日にかけ、相模原ギ
オンスタジアム（神奈川県）で行われ、男
子２部に所属する国学院大学陸上競技部か
らは５選手が入賞を果たした。
　12日に行われた1500m決勝には鈴木景
仁選手（初教４）が出場。鈴木選手は序盤
から３番手に位置し、積極的なレースを見
せる。残り１周からスパート合戦となるな
か、先頭争いを繰り広げた鈴木選手は３分
50秒70で３位。本学陸上競技部で初めて
同種目の表彰台に立った。
　14日のハーフマラソン決勝では高山豪
起選手（法２）が１時間４分10秒で７
位入賞。最後の直線でも３選手が６位争
いを繰り広げるなか、粘りの走りを見せ
た。110mハードル決勝では田中遼仁選手
（健体４）が14秒64で８位と２年連続入
賞。3000m障害決勝でも原秀寿選手（健
体３）が９分４秒84で８位となった。
5000m決勝では青木瑠郁選手（健体２）が
13分59秒41で５位となった。ペースの変
動が激しいなか、青木選手は3000m過ぎ
から順位を上げ冷静に対応。残り1000m
からの激しい上位争いでも果敢な走りを見
せ、日本人選手３番手でゴールした。

　東都大学野球１部春季リーグは第４週を迎え、国学院大学
硬式野球部は５月17日時点で４位となっている。
　第２週では亜細亜大学との対戦に臨み、４月19日の第１
戦は０－１で敗れた。27日の第２戦では一回表に１－０と
先制し、四回裏には２死一・二塁から神山福生選手（経営
４）の左適時打などで３点を加え４－０とする。五回表に２
点を返されたものの、坂口翔颯投手（経営３）が追撃を断ち
４－２で勝利した。
　第３週は、駒沢大学と対決。５月１日の第１戦は２－３と
敗れた。２日の第２戦では２－０で迎えた八回裏、吉川育真
選手（経４）の２ラン本塁打などで突き放し５－０で勝利。
武内夏暉投手（健体４＝写真）が完投し11奪三振の力投を
見せた。３日の第３戦は１－２で迎えた六回裏、打線が繫が
り３点を加え逆転。最後は４－３で勝利した。
　第４週では首位の青山学院大学と対戦。11日の第１戦は
３－４、17日の第２戦は１－10と敗れた。同部は第６週で
中央大学との対戦に臨む。

硬式野球部

４位で終盤戦へ４位で終盤戦へ
陸上部

関東インカレ ５選手が入賞


